



























手作業で行った。地域社会をチェス盤（8 × 8）、2種類の住民を 1セント硬貨と
10 セント硬貨に見立てている。
（1） 8 × 8 のマス目をもつチェス盤上に、1セント硬貨を 23 枚、10 セント硬
貨を 22 枚、重ならないようにランダムに配置する。
（2） 各硬貨（住民に相当）は、周囲に自分と同じ種類の硬貨（同種類の隣人）


































して 20 × 20 および 50 × 50 の 2 種類の空間を扱う。以下では 20×20 空間を
SmallWorld、50 × 50 空間を BigWorldと呼ぶことにする。
3.1　各エージェントの行動ルール
赤、青エージェントはそれぞれ、次のような基本ルールに従って行動する。




















































































まず、20 × 20 の空間に、赤、青エージェントを同数配置した場合（ケース 1：
赤エージェント 150、青エージェント 150）と、エージェント数に大きな差が
あり赤エージェントがマジョリティ、青エージェントがマイノリティに相当す
る場合 （ケース 2：赤エージェント 220、青エージェント 80）について、シミュ
302
レーション結果の一例を示す （図 1）。赤エージェント集団の特性 Aの平均値は
0、青エージェントの平均は－ 1、標準偏差はそれぞれ 1とした。幸福度閾値は
0.6、視野 k （近傍の大きさ）は 3、移動確率 pは 0.01 である。内集団における
認識更新定数は 0.2 とした。外集団に対する認識更新定数は 0.2×（1－ 0.6）＝
0.08 となる。
図 1（a）および（c）はケース 1の場合で、 （a）は幸福度閾値が 0.6、 （c）は
幸福度閾値が 0.7 のシミュレーション結果である。それぞれ、左のマップは
1000 ステップ後のエージェントの配置、右の時系列は各エージェントの内集団
および外集団に対する認識 innerS 、 outerS を集団毎に平均したものである。図 1（b）






集された分居が起こる（図 1a、b）。また、ケース 1で幸福度閾値が 0.7 のとき
は、分居は起こらなかった（図 1c）。
では、各集団の特性 Aに対する認識 innerS および outerS の平均はどのように変
化しているだろうか。幸福度閾値が 0.6 の場合、シミュレーション開始後、分















に移動しているため、 outerS の平均値のゆらぎはほとんど発生しない（図 1c左）。
実際、このような認識 outerS の平均値の大きなゆらぎの発生には、分居が大き
く影響している。図 2に、幸福度閾値が 0.6 のときの、平均分居度と outerS のゆ








認識 outerS の情報を交換しているため、この SmallWorldモデルにおいて、同一
集団内で outerS のばらつきはほとんどない。図中の各集団の outerS の平均は、す
なわち各集団メンバーが外集団に対して持っている認識とみなすことができる。
4.　BigWorld モデル






エージェント数がそれぞれ 700 の場合のシミュレーション結果の一例を図 3
に、1200 と 400 の場合を図 4に示す。BigWorldモデルにおいては、時間が経
過するに伴い、小規模な分居から大規模な分居に徐々に移行してゆく（図 3b、
4b）。図 3、4（a）は 1000 ステップ後の各エージェントの配置図で、分居の最
終形である。また、それぞれの図中で、（c）は認識 innerS と outerS の各集団毎の
平均、（d）は集団内での認識 outerS の分散の時間変化である。さらに、（e）は













図 3（e）、（f）および図 4（e）、（f）は、シミュレーション開始後 1000 ステッ
プ時点での、各集団内におけるエージェントの outerS の分布である。BigWorld
図 3　 BigWorld モデルのシミュレーション結果の一例

























図 5（a）は、赤・青エージェントがそれぞれ 700 と同数のとき、図 6（a）
は赤が 1200、青が 400 のときのほぼ分居が完了した時点での各エージェントの






特性 Aの値で分類し表示している。特性 Aの値を、－ 2未満、－ 2～－ 1、－




































　　　（赤エージェント 700、青エージェント 700） 
311多集団社会における情報誤認過程に関する研究
以上、周囲に存在する同種エージェントの比率が 0.4 以上、かつ、自らの特
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